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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,03 43,11 +0,08 44,07 -0,96

USD / BRL Spot BRL 2,2890 2,2884 -0,0006 2,2117 +0,0767

USD / JPY Spot JPY 98,50 98,66 +0,16 97,48 +1,18

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.832 53.385 -447 52.849 +536

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 190,5 187,6 -2,9 166,0 +21,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,07 12,10 +0,03 11,55 +0,55

DI Future Apr14（金利先物） % 10,04 10,08 +0,04 9,65 +0,43

3 Months US Dollar Libor % 0,238 0,239 +0,001 0,243 -0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 273,0 273,9 +0,9 286,5 -12,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年11月7日

Indicator Unit 11月5日

昨日のドルレアルスポット相場は財政収支への思惑などから大きく上下に振らされる展開でした。朝方は
前日のレアル売りの流れを引き継いで前日比レアル安の２．２９台後半で取引される局面もありましたが、
マンテガ財務相が「財政悪化は一時的で政府は財政状況を完全にコントロールしている」と述べたことから
２．２７台前半へ切り返すなど神経質な展開でした。しかし、財政への懸念は根強く残ったことや１０月の
為替フロー統計が６２億ドルの資金流出となり月間ベースで今年最大の資金流出を記録したことなどから
レアルは再び売り優勢となり、２．２９近辺へレアル安となりました。その後は２．２８台でもみ合いとなり、
結局２．２８台後半で引けています。

マンテガ財務相は市場の懸念に対して財政状況はコントロールできると発言し自信を見せていますが、
中央政府のプライマリーバランスは９月までの年初来累計で対ＧＤＰ比率０．７６％の黒字に留まり、目標の
２．３％達成に黄色信号が灯っています。年初の目標が３．１％の黒字だったものを２．３％へ下方修正した
上での現状ですから市場に懸念が残るのは無理もありません。中銀のハミルトン理事は政府の財政政策が
ニュートラルに向かう兆候はないと述べて警戒感を表し、同時に介入プログラムを来年以降も続ける可能性
を示唆しています。財政や米緩和策縮小などの内外要因を踏まえ、将来起こり得るレアル安に予防線を
張っているような印象を受けます。
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